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滋賀医科大学雑誌投稿規程
(内　　容)
第1本紙には,和文又は欧文の原著,総説,症例報告, CPC等を掲載する.
(投稿資格)
第2　投稿者は,滋賀医科大学に所属する研究者,又は編集委員会が認めたものとする.
(論文の受付)
第3　論文原稿は,ワープロ専用機あるいはパソコンを使用して作成し,フロッピーディスクとA4版の紙に印
字(printout)したものを編集委員会(滋賀医科大学附属図書館内)あて3部(オリジナル1部,コピー
2部)提出する.編集委員長は,受付年月日を記した原稿受領書を投稿者に交付する.
(論文の受理)
第4　原稿は,別に定める「滋賀医科大学雑誌投稿手引」に従い,内容,体裁が整ったものでなければならな
い.投稿原稿の受理は,編集委員会で決定し,投稿者に通知する.
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第5　原稿の校正は,著者の責任において行う.内容及び組み版面積に影響を与える改変は許されない.
(掲載料)
第6　論文の掲載料と別刷り代は,全額著者の負担とする.
(依頼原稿)
第7　編集委員会が特に必要と認めたときは,本学内外に論文の寄稿を依頼し,本紙に掲載することができる.
この場合,掲載料は徴収しない.
滋賀医科大学雑誌投稿手引
(目　　的)
第1　この手引は, 「滋賀医科大学雑誌投稿規程」の定めるところにより,論文原稿の取扱いについて必要な事
項を定めるものである.
(論　　文)
第2　論文は,原則として日本語,英語,ドイツ語,又はフランス語によるものとし,次の各号に掲げる点に
留意して作成したものでなければならない.
1論文は,ワープロ専用機あるいはパソコンを使用して作成し, A4版の紙に印字(printout)したもの
(書式は横が半角文字で60列,縦が25行とする),又欧文は,ダブ)V　スペースで入力したものとする.
なお, 1 (one)と1 (el), 0 (zero)とQ (capitaloh)は区別して入力すること.外字や文字飾りな
どの機嘩固有のものは変換できないので,使用しないこと.また,万一特別に必要なときには,原稿上に
赤字で指示するものとする.
2　提出フロッピーディスクは3.5インチのものとし,必要なファイルだけをコピーして1枚にまとめ,MS-
DOSのtext file形式あるいはMac標準フォーマットのtext file形式にしてファイル名を書き出すこと.
なお,ディスクフォーマットは2HD (1.4MBあるいは1.2MB)あるいは2DD (720KB)に変換したものを
提出すること.また,万一のディスクの紛失や破損に備えて,各自でディスクのバックアップをとり,煤
存しておくこと.印刷は, DTP (DeskTopPublishing)で行うため,下記のようなディスク内容明細を
フロッピーディスクに添付しなければならない.
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(例)ディスク内容明細
使 用機 種 NEC PC-9801 BA/V2
使 用 0 S MS-DOSver.3.30D*
デ ィス クの種類 2HD 1.4MB
使 用 ソフ トウエ ア 】太郎 ver.4*
原稿 の フ ァイル 名 原 稿 .TXT*
*　versionについては必ず記入すること.
* *万一,本文,参考文献などが別々の文書名でディ
スクに収容されている場合には,どの文書が何に
あたるかを詳しく記入すること.
3　論文の記載順序は, ①表題, ②著者名(ローマ字表記をつける.), ③所属, ④欄外見出し, ⑤原稿の枚
数,図・表の数, ⑥連絡先及び別刷請求先住所, ⑦欧文抄録, ⑧キーワード(Keywords), ⑨本文, ⑩文
献とし, ①～⑥は表紙として1枚にまとめること.なお,欧文論文の場合には,さらに和文抄録を付ける
こと.
4　和文の表記は,原則として「常用漢字表」 (昭和56年10月1日内閣告示第1号), 「送り仮名の付け方」 (昭
和48年6月1日内閣告示第2号,昭和56年10月1日内閣告示第3号により一部改正), 「現代仮名遣い」 (昭
和61年7月1日内閣告示第1号)によるものとする.
5　医学用語は,日本医学会選定のものを用いること.
6　ラテン語の学名はイタリックで(原稿上に赤色で指示),日本語の動植物名は片仮名で書くこと.
7　略号は,国際的慣例に従い,単位及び単位記号は,国際単位系による.
(例　nm, 〃m, 〟g, 〟1, Hz等).
8　外国人名は,原綴のままとする.国名等は,原字又は片仮名で書く.
9　文献の本文中の引用は,その右肩に番号を付け記載する.
末尾の文献リストは,著者名のアルファベット順とする.筆頭著者が同一のものが2件以上ある場合は,
発行年度の古いものを先にする.著者は略さず全員を掲げる.記載順序は雑誌の場合, ①著者名, ②論文
表題, ③雑誌名, ④巻次, ⑤始め一終わりページ, ⑥発行年とする.雑誌名の略記は, ``IndexMedicus"
及び「医学中央雑誌」の略名表によるものとする.また単行本の場合は, ①著者名, ②書名, ③版次, ④
引用ページ, ⑤発行地, ⑥発行所, ⑦発行年とする.
記載例
1) Goldstein A, Aronow L, Kalman SM : Principles of Drug Action. pp343-428, New York, Harper
& Row, 1968.
2) Gross D : Pain and the autonomic nervous system, in Bonica JJ(ed) : Advances in Neurology, vo1
4, Pain. pp93-103, New York, Raven Press, 1974.
3)梶田欽一郎:結合組織,東京,金原出版, pp9-17, 1984.
4) King SJ, Reilly K, Dawes J, Miller HRP : The presence in blood of both glycosaminoglycan and
mucosal mast cell protease following systemic anaphylaxis in the rat. Int Arch Allergy Appl
Immuno1 76:286-288, 1985.
5)松井成一:再生時の肥肺細胞の組織化学的研究.京府医大誌　85 : 483-492, 1976.
10　園・表は,個々の掲載寸法又は縮小率を明記して別に添付し,本文中には,図表が挿入されるべき位置
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を明示しておくこと.また,図の裏面上線には, "上"と記しておくこと.
ii^MIX
第3　抄録(Abstract)は,次の各号に掲げる点に留意して作成すること.
1　欧文抄録は,すべて英文とし,本文が欧文の場合は,和文抄録も付ける.
2　和文抄録の記載順序は, ①表題, ②著者名, ③所属, ④抄録本文とする.
3　抄録の長さは,和文で800字以内,欧文では300語以内とする.
(掲載料の納入)
第4　投稿者は,請求のあった日から2週間以内に,全額を納入しなければならない.
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原　　著
痔痛抑制系の生理
横田敏勝,小山なつ
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非侵製的定位的放射線照射システム構築の基礎的検討
伏木雅人,吉村雅寛,近藤康雄,郡啓全,仲口孝浩,笠原隆樹,森田陛司　一一一一一-一日一日-5
放射線照射後のマウス肺内におけるニトロキシドラジカル還元の動態解析
-L-バンド電子スピン共鳴装置を用いて-
郡啓全,伏木雅人,米原英典,森田陸司
頭蓋内進展喚神経芽細胞腫の治療法について
北野博也,矢沢代四郎,田中　寛,園田　聴,井上秀蔵,大脇成広
小沢博史,児玉　章,松田昌之,北嶋和智
Effects of Sensorimotor Cortex Stimulation on Nociceptive Neurons of Nucleus
Ventralis Posterolateralis in Cats
Noyuri KIZUKI, Mikiko MATSUSH工TA, Natsu KOYAMA
Genetic Study in a Hungarian and a Japanese Population at the Short Tandem Repeat
Locus HUMVWFA31
zsolt KOZMA, Judit S豆TALO, Istv血BAJNOCZKY, Mitsuko YAMADA
Yoshio YAMAMOTO, Akiyoshi NISHIMURA, Ikuko USHIYAMA, Katsuji NISHI　一一一51
Gilbert症候群患者におけるビリルビンUDP-グルクロン酸転移酵素遺伝子のTATA boxと
コード領域の解析
添田陽子,佐藤　浩,足立幸彦,佐藤　譲,土井田幸郎
コラーゲンゲル包埋肝細胞を用いたホローファイバー型人工肝臓の機能評価
山本拓実、鈴木雅之、仲　成幸、小玉正智
教室における乳癌縮小手術の現況
寺田信園,阿部　元,梅田朋子,迫　裕孝,押野功次
小玉正智,伏木雅人,岡部英俊
抄　　録
第13回滋賀医大シンポジウム
第2回滋賀医大てんかん研究会記録
